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農業・食品産業技術総合研究機構

農研機構は食料・農業・農村に関する研究開発などを総合的に行う我が国最大の機関です

「牛で活かす豊かな里山」
－癒やされる農村風景を次世代に渡すために－

そして畜産現場強化につなげるために

（独）農研機構 畜産草地研究所

草地管理研究領域長 山本嘉人

農地を守る放牧シンポジウム（農水省2015.2.16）

本日の話の内容

農村景観と農村の現状

農地保全に向けた粗放管理としての放牧

（低投入草地化）

放牧活用型畜産

（放牧普及させるために）

（周年放牧に向けて）



農村の美しさって、自然が作り出すもの？

農村の美しさは、人の管理密度に比例

管理密度 小管理密度 大



農村（里地里山）の生物相は豊か農村（里地里山）の生物相は豊か

●農村には様々な緑が形成されている。

－生態系の多様性高い→種の多様性が高い

●それらの緑は、人間によって維持管理されてきた二次的自然

（楠本良延，2014）
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農業従事者の推移

farmer (million) % of age > 65

「農林業センサス2010」

農業従事者は減り、高齢化してきている



国立社会保障・人口問題研究所

日本の将来推計人口

「国勢調査」「人口推計」

「農林業センサス（2010）」

米の消費量と生産量の推移

(×100万トン) (kg/人/年)
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食用米生産を調整しつつも、農地の新たな担い手は少ない



耕作放棄地を活用し、新たな担い手を創出する必要がある。
（誰でも取り組み可能・豊かな農山村作り）

農家戸数規模 農業集落数 比率(%)

４戸以下 15,143 10.5 

５～９戸 23,083 16.0 

10～19 戸 45,045 31.2 

20～29 戸 28,107 19.5 

30～39 戸 14,584 10.1 

40～49 戸 7,645 5.3 

50～69 戸 6,608 4.6 

70 戸以上 4,095 2.8 

耕作放棄地増加に歯止めがかからない
限界集落数も拡大

万ha ％

農業センサス(2000)より作成

農業センサス(2010)より作成
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豊かな農山村作り 持続的な生業として収益力が高い農業による担い手確保

農村地域の活性化

市民ボランティアによる荒廃農地の解消作業
（神奈川県秦野市）

障害物除去・深耕・整地等

作付

耕作放棄地

「農水省農村振興局資料より」

農地に戻せる立地条件では、持続的な多投労働に対応出来る高付加価値の作物を栽培

では条件不利地は？



放棄期間と復田費用
（有田博之，2013）

農地の利用形態

集約管理一辺倒でなく、投入労力が小さい粗放管理も重要

（有田博之，2013）

放牧利用



長野県須坂市

放牧初期による景観改善効果

入牧時 退牧時

（手島茂樹，2014）

植物群落タイプ 地点 種数

立地 タイプ 代表種 放牧 数 平均 在来 外来

田面 水稲作水田 コナギ、ウリカワ 16 30 25 5

休耕田（放棄初期） イヌビエ 3 43 34 9

長期放棄水田（湿潤型） コガマ、オギ 9 20 16 4

長期放棄水田（乾燥型） セイタカアワダチソウ 9 24 18 6

牧草地 牧草 ○ 23 43 28 15

畦畔・法面 水田畦畔 メヒシバ 34 34 24 10

法面 ススキ、アズマネザサ ○ 28 39 27 12

森林 雑木林（林内放牧） コナラ、シラカシ ○ 6 53 46 7

雑木林 コナラ、シラカシ 19 27 26 1

混交林 コナラ、シラカシ、スギ 6 41 40 1

針葉樹植林 スギ 6 25 22 3

荒地 アズマネザサ 2 10 10 0

全５０２種、外来種７２種（帰化率14.2％）

放牧導入により生物多様性が高まる

●放牧導入地周辺（牧草地、乾性二次草地、林間放牧地）では、多様度が高い。

●放牧による明るい環境の形成が生物多様性にとってプラスの影響を及ぼしてい

るが、外来種も侵入が促され、マイナス面の効果もある。

放牧導入区

（楠本良延，2014）



公共牧場の役割：周辺地域の畜産農家から家畜を預かり、乳用牛の
育成および肉用繁殖牛の飼養・種付けの場としての外部支援機能

公共牧場での放牧

乳牛育成牛

肉牛育成牛

公共牧場での放牧風景

＜育成牛管理、肉用繁殖牛管理＞

乳牛育成牛放牧、肉用繁殖牛放牧では、公共牧場を
基幹とし、経営内牧草地、耕作放棄地などを活用

搾乳牛放牧では、栄養草地によ
る集約放牧（併給飼料）。

肥育牛放牧では、地域飼料資源
と組み合わせた赤身肉生産。

家畜生産過程から見た放牧活用の場面

舎飼い飼養による家畜生産

搾乳 肥育

（搾乳）

（肥育）

高栄養草地
が必要

肉用繁殖牛放牧

草地の栄養状態に左
右されない

耕作放棄地放牧



放牧頭数、放牧面積の推移（公共牧場を除く）

千頭

全飼養頭数のうち
放牧されているの
は、ごく一部

全国放牧頭数

農水省畜産振興課(2012)「放牧利用実態調査」より作成

千ha

水田放牧等の普及によ
り、放牧面積は頭数とも
増加傾向であったが、飼
料用イネ（米）補助制度
等による水田作回帰が
ある。

牧草地以外の放牧面積

全国の放牧地面積は、８７千ha（公共牧場除く）
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水田放牧の頭数と面積の推移

放牧面積

放牧頭数

（農林水産省畜産振興課）
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水田・里山放牧の普及

 遊休水田や耕作放棄地の増加

 電気牧柵等の簡易牧柵普及

 小規模な経営内放牧技術の開発

 放牧のメリット見直し(低コスト・糞尿処理の軽減・
安全安心)

水田放牧（栃木県） 耕作放棄地放牧（茨城県）
開発された経営内放牧の
マニュアル

足場パイプとゴムホース
を利用した電気牧柵

ソーラー一体型電牧器とスプリングゲート

立木を活用した
電気牧柵
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周年舎飼 放牧導入

その他

飼料生産

放牧管理

排せつ物管理

飼料調理給与

放牧導入による農作業の変化

条件：繁殖牛17頭、放牧地230ａ、年間放牧延べ頭数1631頭日

年
間
作
業
時
間

周年舎飼い体系 放牧体系

飼養頭数 32 32

草地（借地） 341a(85a) 155a(85a)

放牧地（借地） 0 186a(0)

放牧頭数 0 6

子牛出荷頭数 26 26

労働時間（ｈ） 1,905 1,657

粗収益（円） 12,064,448 12,064,448

変動費 8,252,919 7,023,012

地代 85,000 85,000

電気牧柵設置人件費 0 8,333

減価償却費 1,053,371 1,053,371

費用合計 9,391,290 8,169,716

所得額 2,673,158 3,894,732

労働生産性 1,403 2,350

表１．放牧導入による経営改善（小田・加藤2007）



新規就農者による遊休地を活用した肉用牛繁殖経営

事例報告： 群馬県富岡市 M牧場事例報告： 群馬県富岡市 M牧場

なぜ牛を飼うことにしたか？

 蚕業が衰退し、荒れ果てた里の山々（桑畑）

 子供時代の牛が身近にいる情景

 元気な団塊世代の第２人生（定年帰農）

 放牧という飼養法（低労力・家畜にやさしい）

荒れ果てた農地 牛との関わり

 定年１年前に退職し、新規就農
（H15年）裏山自己所有地1.7ha
に牧柵設置、隣り合った耕作放棄
地を無償で借り受け、放牧地は
6haに。

 6頭の育成牛を購入、秋から種付
け。いずれも自己資金。繁殖牛１２
頭（15頭まで増頭予定）、放牧地
（6ha，借地と自己所有地）、

 桑園跡地無料借地、ボランティア
による刈り払い、シバ型草種の播
種・移植

 近年では近隣の耕作放棄地へ牛
の貸し出し依頼も



＜簡易畜舎＞

足場パイプ等を組み合わせ、ボラ
ンティアの協力により設置。経費
はスタンチョン等のもあわせ２０
万程度。

出荷前の別飼いや、子牛のクリ
ープ飼料を給与場に使用。

子牛の体高に合わせ電牧線
を張り親牛の侵入を防ぐ

H19年革新的農業技術習得研修

「耕作放棄地を対象とした放牧草地化技術
とその利用・管理技術実施研修」

マスコミ（朝日新聞、
読売新聞）等にも多く
取り上げられる。

その他、新規就農希望
者の相談等も

Ｈ２２年富岡市和牛
放牧支援事業

出前放牧：
事業（３頭、1.8ha）
個人（２頭、1.5ha）



耕作放棄地や林地等の低未利用地の放牧活用

前植生の利用

持続的に草地とし
て利用するために

耕作放棄地の草地化

低投入草地（シバ型草地等）

造成や維持管理が容易

土壌保全的

農地復元

シバ型草地

アズマネザサ草地

低投入持続型草地

 高位生産でなく維持管理が容易な
草地

 野草地、シバ型草地、ケンタッキー
ブルーグラス等の牧草地

 高位生産草地と組み合わせる

ケンタッキーブルーグラス
草地
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肥料価格の推移

「ススキ」

草高1.5m程度。

「ススキ草地」

阿蘇地方では火入れや刈り取りに
よって長年にわたって広大なススキ
草地が維持され利用されてきた。

「ネザサ草地」

阿蘇地方ではススキととも
に有用な野草資源である。



在来シバ

カーペットグラス

放牧地でのシバ型３草種の拡がり
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センチピードグラス

シバ

カーペットグラス

蹄耕法により導入した
センチピードグラス

センチピードグラス

和名：ムカデシバ、緑化用植物種として
導入、最近では省力管理に適するとし
て水田畦畔にも。種子代高価。



シバの糞上移植法

作業効率（移植株/分） 6.6 a 3.9 b

負担の大きい姿勢割合（％）
1 2.2 a 12.1 b

牛に引き抜かれたシバ苗の割合（％） 0.0 4.0

シバ苗の定着率（％） 86.7 86.7

a，b 同行の異符号間に有意差有り（p<0.05）

表1．両移植法による移植作業の調査結果

糞上移植 通常移植

1　OWAS（生研機構  2002）による分類で，早期または直ちに改善が必要と

なる姿勢に区分される割合

（移植後１ヶ月）

１．低コスト・省力家畜生産

２．自給飼料活用型家畜生産

３．特徴ある（高付加価値）畜産物

４．家畜福祉の向上

５．耕作放棄地等の低未利用地活用（農地保全・国土管理）

６．草地生態系維持による多面的機能発揮

放牧活用型畜産の普及により期待できる効果

配合飼料価格の推移

H1 5 10 15 20 24

千円/t

70

60
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40

30

●輸入配合飼料価格は高止まり

円安、TPP等もあり、国産飼料
依存度を高める必要あり。

飼料作物生産だけでなく、土地
条件に応じて放牧地として活用

飼料基盤の拡大不可欠



飼料自給率向上への貢献期待度

全家畜生産の飼料自給率1%(253千ﾄﾝTDN)とすると、
12ポイント上げるには61万ha(5TDNt/ha)必要

耕作放棄地は39.6万ha（2010農林業センサス）、米生産調整面積は106万
ha（平成16年）、夏期全期不作水田が27.8万ha（農林水産統計、平成20年）

仮に、耕作放棄地の1/2(19.8万ha)、また米生産調整水田の1/4(26.5万ha)を牧草地
化すると、総面積は46万haになり、飼料自給率38%に向けて約75%が達成可能

「食料・農業・農村基本計画」（平成２２年）

飼料自給率 ２６％（平成２０年度） ３８％（平成３２年度）

耕作放棄地放牧を推進する農研機構主催のシンポジウムや情報交換会



放牧を普及させるために

地権者と利用農家の橋渡し

取り組みたい畜産農家には実施現場見学

地域住民への理解と協力

耕作放棄地放牧（群馬県下仁田町）

下仁田町遊休農地対策連絡協議会が、Ｍ農場の繁殖牛２頭を放牧している。
協議会が遊休農地保全のために放牧することにＭ氏は同意している。牛の委
託料は無料。放牧のための資材、輸送費、飼料費、衛生費は協議会負担。

農地等保全管理委託契約書

委託者（以下「甲」という。）と受託者（以下「乙」という。）は、農地等保全管理に関

する業務について次のとおり委託契約を締結する。

第１条 甲は、次に掲げる農地等の保全管理を乙に委託し、乙は、これを受託するも
のとする。

所在地 地番 地目 面積

第２条 この契約による委託期間は、平成 年 月 日から平成 年 月
日までとする。

第３条 乙は、第１条に掲げる農地等を保全するための管理として、牛の放牧を行う
ものとし、甲はこれに同意するものとする。

第４条 保全管理に係る委託料は無料とし、第３条の放牧を行うために必要な資材
等に係る費用は、乙の負担とする。

第５条 乙は、第２条に定める期間中に、放牧した牛による周辺農地及び人畜等に
被害が発生した場合には、責任を持ってこれを解決するものとする。

第６条 この契約の履行に必要な事項であって、この契約に定めのないもの及び、
契約の事項に疑義が生じたときは、甲、乙が協議して定めるものとする。

この契約の証として、この契約書を２通作成し、当事者署名押印のうえ、各自その
１通を保有する。

平成 年 月 日

委託者（甲）
住所
氏名 印

受託者（乙）
住所

氏名 印



水田放牧草地

水田放牧草地の復田 水田に戻った放牧地跡

（2004.6.1）

（2004.8.17）

（2003.10.29）

放牧によりやや崩壊した畦畔

畦畔に定着したセンチピードグラス

棚田放牧地の法面における
牛誘導路の設置



電気牧柵の安全対策

放牧のメリットを活かすために周年放牧（周年屋外飼養）へ

イネ立毛放牧

様々な土地資源を
組み合わせて利用

水田放牧地 イネWCS給与

牧草地放牧耕作放棄地放牧



農畜産物の輸出強化 高品質な国産牛肉の安定生産が欠かせない

子牛供給不足から肥育素牛価格は上昇

繁殖農家の減少→この傾向は
今後も続く

放牧メリットを最大限に活用し新規参入を可能とする肉用子牛生産体系（背景）

肉用牛繁殖農家の軽労化と収益力向上を実現し、規模
拡大により子牛生産現場を強化する必要がある。

肥育素牛の安定供給
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農畜産業振興機構「月別肉用牛取引状況表」より作成
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家畜管理の軽労化と耕作放棄地活用を実現する放牧活用型畜産

「放牧メリットを最大限に活用し新規参入を可能とする肉用牛繁殖経営の確立」

限定的だった放牧を拡大

肥育素牛の安定供給

放牧メリットを最大限に活用し新規参入を可能とする肉用子牛生産体系（背景）

豊かな農山村作り

肉用牛繁殖農家の軽労化と
生産性向上

誰でも取り組み可能

耕作放棄地を活用し、新たな担
い手を創出

受胎確定牛限定→親子放牧

夏季限定→周年放牧

両方を解決

耕作放棄地→放牧地として活用

繁殖農家規模拡大、集落営農、新規就農



放牧メリットを最大限に活用し新規参入を可能とする肉用子牛生産体系

従来の放牧を取り入れた
繁殖牛飼養形態

新たな放牧飼養形態（周年親子放牧）

放牧草地

畜舎

分娩

種付

離乳

受胎確定後

出
荷

分娩１－２ヶ月前
対象：飼養頭数の半数程度

育成

放牧草地

現地分娩
種付

たくさんおっぱ
い出すからね

いっぱい飲んで、
大きくなるぞ

おっかさん
長い間お世話になりました

必要に応じて
国産補助飼料

放牧
（期間・
対象）
を拡大

期間：夏季中心（５－６ヶ月間程度）

限定的な放牧

出
荷

分娩前後の繁殖牛
や子牛の管理が楽

広大な耕作放棄地を
活用可能

初期投資が少なく、規模
拡大や新規就農が容易

簡易放牧施設のみ
で畜舎不要

別飼 10ヶ月齢

10ヶ月齢

常に授乳でき、
子牛は健康に

3ヶ月齢

各地域の適草種選定と周年定置放牧下での牧草生産量解明、適正飼養頭数提示

→

日本各地の気象条件における

推定牧草生産量・越冬性･越夏性に
基づく適草種選定

周年放牧向け適草種の選定と草地管理法の開発

ＡＳＰ（秋季備蓄草地）等の活用による放
牧草利用期間の延長技術の開発

短年性牧草種の播種時気温
と秋期備蓄草量 ＡＳＰ（秋季備蓄草地）等の活

用による放牧延長

追播等の省力的な放牧草地管理法の開発

大字町名 草種

千本松 11 月 1 日

北緯 東経 139.93438

162.0

52.7

1826.2

那須塩原市

住所

10月

11月

12月

年間

生産量
（乾燥重量kg/10a）

24.8

25.2

74.4

216.0

275.9

279.0

276.0

263.5

5月

6月

7月

8月

9月

栃木県那須塩原市千本松

36.91564

郡市区町村

12月11日

41

300

イタリアンライグラス

都道府県

栃木県

1月

2月

3月

4月

99.2

77.5

日間

まで

牛の平均体重

放牧可能日数

牛の性別

雌牛

牛の品種

ﾎﾙｽﾀｲﾝ・日本短角

頭

kg

草の利用率

%

6

300

50

kg/10a

牛の頭数

放牧開始時の草量
（生重）

放牧開始日

放牧地の面積

100 a
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温暖化により各地域にお
ける適草種が過去の成
果と異なる事例が増加

→

各地域において統一調査法での

・定置放牧条件下の各牧草生産
量測定

・暖地型牧草の越冬性評価
・寒地型牧草の越夏性評価

将来の温暖化進行にも対応可能

イタリアンライグラス
早期播種による秋期

備蓄草量の増加



周年親子放牧による省力家畜管理法の開発

どうすりゃ
いいべ？ 新規就農農家向け親子放牧牛の

ハンドリングマニュアル

新規就農者の不安を解消し、
親子放牧を省力的かつ安全に
ハンドリングするためのポイント
をマニュアルとしてまとめる

親子放牧での哺育初期の飼養技
術の開発

哺育初期の子牛の栄養不足解消のために、分娩
時期などの違いが子牛の発育に及ぼす影響を明
らかにし、親牛への適正な補助飼料給与法も含め
た哺育初期の飼養技術を開発する。

たくさんおっ
ぱい出すか
らねいっぱい飲

んで、大きく
なるぞ

親子放牧下での自然離乳時の子牛のスト
レスの評価と軽減技術の開発

離乳ストレスの低減のために、親子放牧下
での自然離乳時の子牛のストレスを評価し、
親子放牧による哺乳期間の延長が与える
影響を解明する。

おっかさん

長い間お世話
になりました

 初期増体↑
 離乳ストレス↓
 ハンドリングの改善

親子同居期間の延長
子牛の商品価値UP

周年放牧に向けて冬季の飲水凍結新たな給水システムの開発が必要。また冬季の補助飼料給与および現地種付
け等のために最小限の低コスト管理施設が必要。

太陽熱、太陽光発電システムおよび自動給水ポンプシステムを活用した
凍結防止型自動家畜飲水供給システムの開発

冬季の不凍給水法技術により寒冷地周年放牧管理の軽労化が実現

太陽熱による飲水の温水化・
保温化機能、太陽光発電シス
テムおよび自動給水ポンプシ
ステムによるヒート機能や水
循環機能などを活用して、凍
結防止型の自動家畜飲水供
給システムを開発する。

冬季放牧を可能とする簡易放牧施設の開発



放牧メリットを最大限に活用し新規参入を可能とする肉用牛繁殖経営の確立

新たな放牧飼養形態（周年親子放牧）

放牧草地

現地分娩
種付

たくさんおっぱ
い出すからね

いっぱい飲んで、
大きくなるぞ

おっかさん
長い間お世話になりました

必要に応じて
国産補助飼料

出
荷

達成目標：子牛１頭あたり生産コスト５３万円→３７万円（３割減）、耕作放棄地１０００ｈａの放牧地活用

親子周年放牧技術により
家畜管理の軽労化を実現

シバ型草種定置放牧技術により、
草地管理の軽労化実現

耕作放棄地活用と畜舎不要の初期投資抑
制により、規模拡大新規参入を促進

簡易放牧施設開発に
より冬季放牧実現

10ヶ月齢

土地利用を基盤とした健全な畜産を目指して

放牧地を訪れた子供達

茨城県常総市

自由学園農場

 国土管理（農地保全）

 飼料自給率の向上

 食育（環境保全に配慮した
循環型畜産）

 新規就農と集落営農支援



「牛で活かす豊かな里山」

ご静聴ありがとうございました

癒やされる農村風景を次世代に渡すために

そして畜産現場強化につなげるために


